
４
月
７
日
（
火
）
、
暖
か
な
春

の
日
差
し
の
中
、
第
68
回
入
学
式

が
執
り
行
わ
れ
た
。
普
通
科
53
名
、

商
業
科
37
名
、
計
90
名
の
新
入
生

が
、
決
意
を
新
た
に
本
校
で
の
高

校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

緊
張
と
期
待
の
入
り
交
じ
っ
た

面
持
ち
で
、
入
学
式
を
迎
え
た
新

入
生
。
担
任
の
呼
名
に
大
き
な
返

事
で
答
え
、
校
長
か
ら
入
学
許
可

が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
新
入
生

代
表
の
前
沢
綾
香
さ
ん
が
、
「
校

則
を
厳
守
す
る
と
共
に
勉
学
に
励

み
、
生
徒
と
し
て
の
本
文
に
反
し

な
い
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
決
意

の
宣
誓
を
し
た
。

新
入
生
に
対
し
、
校
長
は
「
粘

り
強
く
頑
張
り
抜
き
、
支
え
合
う

仲
間
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
、
諸

君
自
身
を
強
く
し
、
夢
の
実
現
を

可
能
に
し
、
エ
ラ
ブ
や
社
会
の
発

展
に
役
立
つ
」
と
い
う
式
辞
を
述

べ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
に
続
い
た

祝
辞
で
は
、
「
『
ど
う
せ
無
理
』

と
口
に
出
し
た
り
思
っ
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
言
葉
を
使

う
だ
け
で
、
何
も
し
な
く
て
済
む

よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
」
（
沖
吉

輝
也
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）
、
「
機
会
は

得
が
た
く
失
い
や
す
い
。
沖
永
良

部
島
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
遠
い

将
来
を
見
通
し
て
未
来
を
創
造
で

き
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

（
平
安
正
盛
知
名
町
長
）
、
「
島

民
の
思
い
に
応
え
る
決
意
を
新
た

に
し
、
高
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し

い
」
（
城
ケ
丘
中
学
校
西
盛
治
校

長
）
と
、
新
入
生
へ
の
期
待
が
こ

め
ら
れ
た
激
励
が
送
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
先
輩
方
や
保
護
者
の
方
々

の
温
か
い
拍
手
に

包
ま
れ
て
、
新
入

生
は
笑
顔
で
式
場

を
後
に
し
た
。

入
学
式
後
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
で
行
わ
れ
た

Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
は
、
こ
の
沖
永
良
部
高

校
で
学
習
は
も
ち
ろ
ん
、
部
活
動

や
学
校
行
事
に
一
生
懸
命
に
取
り

組
み
、
自
分
の
将
来
に
向
け
て
の

土
台
を
作
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
い

う
話
が
な
さ
れ
た
。
新
入
生
は
自

分
の
未
来
へ
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、

真
摯
に
勉
学
や
部
活
動
に
取
り
組

む
意
欲
を
強
く
し
た
よ
う
で
あ
っ

た
。新

入
生
も
２
・
３
年
生
も
、
共

に
沖
高
で
学
び
成
長
す
る
仲
間
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
３
年
間
、
同

級
生
や
先
輩
、
後
輩
と
切
磋
琢
磨

し
あ
い
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
築

く
力
を
沖
高
で
蓄
え
て
ほ
し
い
。

校
歌
の
歌
詞
の
よ
う
に
、
希
望

新
た
に
、
理
想
の
星
を
仰
ぎ
見
て
、

進
め
！
沖
高
生
！

４
月
10
日
（
金
）
、
新
入
生
に

向
け
て
部
活
動
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

本
校
に
は
体
育
系
が
13
部
、
文
化

系
が
３
部
の
計
16
部
が
あ
り
、
日
々

一
生
懸
命
活
動
し
て
い
る
。
こ
の

日
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
が
工
夫
を
凝

ら
し
、
自
分
た
ち
の
部
活
動
の
魅

力
や
楽
し
さ
を
発
表
し
て
く
れ
た
。

時
に
新
入
生

を
笑
わ
せ
な

が
ら
、
普
段

の
練
習
を
映

像
や
実
演
で

紹
介
す
る
先

輩
た
ち
の
姿

に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
の
持

本
年
度
は
７
名
の
新
進
気
鋭
の

先
生
方
が
本
校
に
赴
任
さ
れ
た
。

教
科
の
面
白
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
人

生
の
先
輩
と
し
て
多
く
の
こ
と
を

み
な
さ
ん
に
伝
え
て
く
だ
さ
る
頼

も
し
い
先
生
方
で
あ
る
。
沖
高
に

清
新
の
風
を
も
た
ら
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
だ
ろ
う
。

重

丸

育

代
（
国

語
）

松

元

優
（
地
歴
公
民
）

有

川

徳

弥
（
保
健
体
育
）

古

川

一

樹
（
英

語
）

春

松

健
一
郎
（
商

業
）

増

本

葉

月
（
事

務
）

島

尻

真
理
子

(

訪
問
教
室
支
援
員)

本
校
に
は
他
に
も
30
名
の
先
生

方
が
勤
務
し
て
い
る
。
教
科
で
わ

か
ら
な
い
こ
と
や
、
も
っ
と
知
り

た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
ど
ん
ど
ん
質

問
し
、
み
な
さ
ん
の
好
学
心
を
満

た
し
て
ほ
し
い
。

つ
雰
囲
気
や

競
技
へ
の
思

い
が
感
じ
ら

れ
た
。

部
活
動
紹

介
終
了
後
、

早
速
体
験
に

行
っ
た
新
入

生
も
多
か
っ

た
よ
う
で
あ

る
。
ぜ
ひ
部
活
動
に
参
加
し
、
大

き
な
目
標
に
向
か
っ
て
同
じ
部
の

仲
間
と
共
に
研
鑽
を
積
ん
で
ほ
し

い
。
そ
う
し
て
文
武
両
道
を
目
指

し
て
努
力
す
る
日
々
が
、
高
校
生

活
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
か
け

が
え
の
な
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

今
年
も
沖
高
の
部
活
動
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
る
。
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夢
実
現
の
第
一
歩

～
第
68
回
入
学
式
～

決意の宣誓

今年度，本校は「原付安全モデル校」として交通安全に取り組ん

でいかなければならない。無事故無違反を継続していくことはもち

ろんだが，生徒全員で交通安全に対する意識を高めてもらいたい。

昨年は４件の交通事故，警察からの違反指導が21件であった。違

反指導の中で最も多かったのが，一時不停止である。「なぜ，一時

停止の標識がある箇所で一時停止をしなければならないのか」をしっ

かり考えてもらいたい。歩行者や自転車乗車中の人が急に横を通過

し，接触事故になる可能性がある。また，自動車が急に横を通過す

るかもしれない。一時停止は自分の命や他人の命を守るための確認

である。そのような予測を立てた運転

を心掛けてもらいたい。交通指導は

「命を守る指導」である。事故で命を

落とすことが絶対にないようにしたい。

自分の命は自分だけでなく自分の周り

のたくさんの人の想いがあることを忘

れないようにしてほしい。

「命を守る」運転を ～交通指導係より～

よ
う
こ
そ
沖
高
へ

～
新
任
者
紹
介

★
５
月
行
事
予
定
★

１
（
金
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
旧
評
議
員
会

３
（
日
）
憲
法
記
念
日

４
（
月
）
み
ど
り
の
日

５
（
火
）
こ
ど
も
の
日

６
（
水
）
振
替
休
日

７
（
木
）
月
曜
校
時
（
45
分
授
業
）

全
校
朝
礼
（
服
装
容
儀
検
査
）

８
（
金
）
安
全
点
検
日

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
会
場
作
成

（
５
限
目
２
の
１
・
２
）

11
（
月
）
中
間
考
査
①

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
懇
親
会

５
月
分
諸
会
費
納
入
期
限

12
（
火
）
中
間
考
査
②

13
（
水
）
中
間
考
査
③

避
難
訓
練

高
校
総
体
壮
行
会

14
（
木
）
生
徒
総
会
（
７
限
カ
ッ
ト
）

１
年
朝
課
外
開
始

15
（
金
）
交
通
安
全
の
日

16
（
土
）
土
曜
課
外
（
普
全
）

17
（
日
）
開
陽
ス
ク
ー
リ
ン
グ

18
（
月
）
学
科
朝
礼

19
（
火
）
い
じ
め
問
題
を
考
え
る
合
同
Ｌ
Ｈ
Ｒ

（
45
分
授
業
）

20
（
水
）
文
化
祭
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

歯
科
検
診
①

教
育
相
談
（
１
年

～
26
日
ま
で
）

21
（
木
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
事
後
説
明
会

（
会
議
室

16
時
～
）

田
皆
・
和
泊
中
高
校
説
明
会

22
（
金
）
専
門
教
育
講
座
（
商
全

５
・
６
限
）

城
ヶ
丘
・
知
名
中
高
校
説
明
会

24
（
日
）
開
陽
ス
ク
ー
リ
ン
グ

25
（
月
）
Ｓ
Ｈ
Ｒ

26
（
火
）
１
年

教
育
相
談

終
日

27
（
水
）
歯
科
検
診
②

28
（
木
）
特
別
時
間
割
①

せ
り
よ
さ
カ
ッ
ト

29
（
金
）
特
別
時
間
割
②

来
た
れ
！
我
が
部
へ
！

～
部
活
動
紹
介

拍手に包まれての入退場
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